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　ビルドアンドスクラップの高度経済成長やバブルに完全な終
焉を迎えた。建築物の建設における過大なエネルギー問題は近
年温暖化をともない急務な課題となっている。もはや 20 世紀に
起こった急速に都市化する可能性を捨て去らなければならない
時代であろう。身近な例では長岡市の街なかは空きビルが乱立
し空洞化現象が起こっている。また世界の CO2 排出量の大部分
を占める建設にストップをかけ、空洞化し始めた建築物に身体
との関係性をとらえた、また新機能を付加したデザインポッド
を形成する。この新たなるリノベーション・コンバージョンの
可能性をもたらすべく研究を行った。私の担当する演習３は概
ねデザインポッドを構成し建築物に取り入れることで付加機能
をもたらし、自立したしシステムを構築するプログラムである。
またリノベーション・コンバージョンを行う際　壁を取り払い
大きな空間の確保は人口減少が起こっている日本では最も一般
的な手法であり、この手法上にデザインポッドを配置しユビキ
タス（たべながら・しゃべりながら・しごとしながら：偏在的）
空間を構築する。細かく区画された　いわゆる間取りから　デ
ザインポッドにより新機能を付随した（ユビキタス）空間へと
変容する。
　インテリアデザインにとって内と外の問題は対峙しながらも
きわめて重要な問題であるといわれている。それはインテリア
デザインの歴史から見ても、避けては通れない問題であろうし、
最も気になる肝でもある。内部を空間としていかに成立させる
かその戦略や手法を模索してきたといっても過言ではない。こ
の領域のテーマこそが面白い。
　空間の中にもう一つの別の空間を入れ込む。つまり空間の中
に空間を、箱の中に箱をといった建築空間と対比させる自立し
たシステム：デザインポッド（装置：什器：家具：オブジェ）
を挿入することで、空間を組み替える方法は元の空間を変化さ
せるだけでなく、内部空間に新たに内と外といった関係を生み
出す。より空間にビジュアル・機能共にインパクトを与え複雑
化せせることで変容し、再活発をもたらせることが可能であろ
う。このように空間を２重構造化させることはインテリアが持
った建築との関係性を逆転させ・更には新たなる空間との契り
を結ぶことを可能とさせる。この思考を発展させていけば外か
ら内という流れを変え、内から外へというように、人間の生活
基盤から外部にインテリア空間を放出する可能性を示唆するこ
とと成る。この事　自身が最も身体との関係性を重要視して考
えなければならない　肌身に近い　インテリア空間に必要性を
感じる。様々な領域で使われるユビキタスという言語のインテ
リアバージョンの解釈として面白いと感じているし、デザイン
ポッドのある空間がユビキタスというニュアンスにもしっくり
きていると感じ始めている。
　図１：木製ブックカーゴ　私がプロデユースしている株式会
社エビスヤの新社屋ギャラリー設計を行った際デザインしたも
ので、生活空間創造企業であり木材加工を専門としている会社
の展示ギャラリーに挿入する。人は　見て・さわって・探って
という知的好奇心を満たしながら、本と木材サンプルのハンズ
オン展示となる。木材と身体との関係性は日本人的な感覚から
は最も近く、またデザインポッドの木質造形とスケールが巨大
な建築物とは違い　ヒューマンサイズなレベルでの形態の知覚・
遊びとなり　ポッドのすみずみまで余すところ無くデザインを
楽しめる、親近感を持った作品となった。
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